
1(ohnuma kaoru) 

【KT－report 20】 吾が「上桜田いきいきサロン」；その２ 

 

【KT－report 14】の続き（関連する）のこと。 

 2025（Ｒ７）年５月１日（木）、吾が町内会の知人方にお邪魔し、令和７年度に就任した福祉部長を交

えて懇談した時に、老荘青から魅力ある集会（サロン）だと称されるための一つの方策、老荘青の交流の

場としてスマホ勉強会がとても有益だと話題になった。 何とその月末に下図のとおりの記事に出会っ

た。私達の懇談は今時の普通の感覚であることが証された。同サロンの令和７年度活動計画を見ると長年

の過年度コピー、旧態依然である。担当者が交替したならばとりあえず前任者の計画は是としよう。 

しかし・・・。人事異動は何のためにやるのか、その時のキーワードは「温故知新と不易流行」、従

来・従前踏襲は２割、残り８割はまったく新しい取組みを期待されるからである。令和７（2025）年の

騒動における小泉農林水産大臣の即断・英断は“やればできるじゃないか！”の象徴である。政策によって

数年の審議機関も必要であろうが、昨今の情報社会の目まぐるしい変革を踏まえれば、「もの・こと」の

８割は「思考 10 日決断一瞬」で決定出来るのではないか。 

ならば、吾が町内会「上桜田いきいきサロン」については、少なくとも７月以降（残り３四半期９か

月）の行事は新鮮味のある内容にバージョンアップして欲しいと願うものである、お手並み拝見である。 

 

（end） 


